
▶
聖
観
音
（
当
館
蔵
）

　

前
回
に
引
き
続
き
、
現
在
開
催

中
の
秋
季
特
別
展
「
向
井
久
万
仏

画
展
」
に
関
連
し
て
、
泉
佐
野
出

身
の
画
家
、
向
井
久
万
と
青
甲
社
、

さ
ら
に
は
創
造
美
術
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
、
久

万
は
京
都
の
丸
紅
を
退
職
し
た

後
、
昭
和
14
（
１
９
３
９ 

）
年
に

小
川
翠
村
の
紹
介
で
画
塾
、
青
甲

社
（
し
ょ
う
こ
う
し
ゃ
）
に
入
塾

し
ま
す
。
こ
の
青
甲
社
の
入
塾
が
、

久
万
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
久
万
は
京

都
の
画
壇
の
様
子
を
、「
画
塾
は
官

展
（
政
府
主
催
の
美
術
展
覧
会
の

こ
と
）
に
出
品
者
を
供
出
す
る
た

め
の
下
請
け
機
関
の
よ
う
な
も
の
」

で
あ
り
、「
官
展
と
塾
主
と
塾
生
は
、

深
い
因
縁
で
し
っ
か
り
と
結
び
つ

い
て
い
た
」
と
、
評
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
他
の
雑
誌
で
は
「
塾
に
入

る
と
、
す
ぐ
文
展
に
入
選
す
る
よ

う
に
な
っ
た
（
中
略
）
そ
う
い
う

状
態
は
確
か
に
嬉
し
い
こ
と
で
は

あ
っ
た
が
、
何
と
な
く
自
分
自
身

に
こ
だ
わ
る
も
の
が
あ
り
、
後
ろ

め
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
（「
泉

 日本遺産・中世日根荘を巡る④
　 ～絵図編（3）「丹生神社・野々宮跡」～
「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が
伝えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを
構成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　丹生神社（にゅうじんじゃ）は、約800 年前に描かれた「日根野村絵図」に「丹生大明神」
として描かれ、九条政基の「旅引付」にも日根野野宮の祭礼についての記述が見られます。
　奈良時代に和歌山県かつらぎ郡天野の丹生都比売神社から勧請したと伝えられていま
す。絵図には森に囲まれた大きな神社として描かれており、日根野を開発した人々の神社
であったことがわかります。境内地は井川水路のそばまで広がり、日根神社や比売神社と

同じくこの地域の水利や開発と関係の深い神社であったと考えられます。
現在は、比売神社と同様に、明治時代の神社合祀により社殿などが日根
神社境内へと移転しましたが、現在も独立した神社であり、様々な行事
が受け継がれています。本殿は一間社春日造、建立年代は江戸時代中期
はじめ頃かとみられ、この時期の代表的建造物といえます。
　また、旧境内地の本殿付近には野々宮跡の石碑が建てられています。
現在は広い農地となっている野々宮跡に行くと、かつての中世日根荘の
農村風景に思いを馳せることができます。
※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）
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井
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美
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佐
野
市
史
研
究 

第
９
号
」）。
こ
の

こ
と
か
ら
画
塾
へ
の
入
塾
は
、
必

ず
し
も
久
万
自
身
が
強
く
望
ん
で

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
後
、
西
洋

文
化
の
優
位
性
か
ら
日
本
画
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
新
文
展
は
戦
後

に
日
展
（
日
本
美
術
展
覧
会
）
と

改
称
す
る
な
ど
、
日
本
の
美
術
界

で
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。

久
万
は
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
、

朝
日
新
聞
社
主
催
現
代
美
術
展
に

「
裸
婦
」
を
出
品
す
る
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
絵
を

描
き
続
け
な
が
ら
、
彼
は
新
た
な

活
動
を
始
め
ま
す
。
久
万
は
「
今

迄
の
塾
制
度
に
反
発
を
感
じ
る
者
」

た
ち
と
京
都
で
定
期
的
な
会
合
を

持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
画
壇
の

動
向
や
、
絵
を
か
く
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
語
り
合
う
と
と
も
に
、

東
京
側
の
画
家
と
合
流
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
、
久

万
は
上
村
松
篁
や
秋
野
堅
二
ら
数

人
の
画
家
と
と
も
に
「
創
造
美
術
」

（
の
ち
の
創
画
会
）
を
結
成
し
、
東

京
で
は
１
月
26
日
、
京
都
で
は

同
月
28
日
と
、
そ
れ
ぞ
れ
で
発
会

式
を
行
い
ま
し
た
。
創
造
美
術
結

成
以
後
、
久
万
は
裸
婦
や
仏
画
な

ど
、
様
々
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に

描
き
続
け
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
26

（
１
９
５
１
）
年
、
創
造
美
術
は
洋

画
団
体
・
新
制
作
派
協
会
と
合
同

と
な
り
、
新
制
作
協
会
日
本
画
部

と
な
り
ま
し
た
。

　

久
万
に
と
っ
て
他
の
画
家
と
交
流

を
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
作
風
に

変
化
を
与
え
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
後
、「
浮
遊
」

や
「
聖
観
音
」、「
半
跏
」
な
ど
、
没

す
る
直
前
ま
で
筆
を
休
ま
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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